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「なごみ」の寺 本願寺函館別院
函館市東川町12-12　☎（0138）23-0647

ホームページアドレス http://hongwanji-h.h-tk.jp

◆ ◆ ◆月忌参り お休みのお知らせ ◆ ◆ ◆

10月11日（水）～17日（火）［宗祖報恩講・報恩講準備等のため］…P3

9-10
2023
令和5年お西さん

緑の島ヨットハーバー

城岱牧場城岱牧場

大沼公園

～令和５年9・10月　函館別院　法要案内～
・秋季彼岸会 日時…P2　・台町墓地総追悼法要 日時…P2

・令和5年宗祖親鸞聖人報恩講　日時…P3
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令
和
五
年

■
20
日（
水
）

・
晨
朝
…
午
前
6
時
30
分
よ
り

・
逮
夜
…
午
後
1
時
30
分
よ
り

・
晨
朝
…
午
前
6
時
30
分
よ
り

・
逮
夜
…
午
後
1
時
30
分
よ
り

❖
台
町
墓
地　

  

午
前
９
時
〜
午
後
1
時
ま
で

❖
台
町
墓
地　

  

午
後
2
時
半
〜
午
後
4
時
ま
で

◆
本
院
納
骨
堂  

午
前
９
時
〜
午
後
4
時
ま
で

❖
台
町
墓
地　

  

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

◆
本
院
納
骨
堂  

午
前
９
時
〜
午
後
0
時
半
ま
で

◆
本
院
納
骨
堂  

午
後
2
時
半
〜
午
後
５
時
ま
で

※
24
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
台
町
、
本
院
と
も

　
午
後
4
時
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
21
日（
木
）〜
24
日（
日
）

■
25
日（
月
）・26
日（
火
）

❖
台
町
墓
地　

  

午
後
1
時
〜
午
後
4
時
ま
で

◆
本
院
納
骨
堂  

午
後
1
時
〜
午
後
4
時
ま
で

秋
季
彼
岸
会

本
願
寺
派
布
教
使
　

北
海
道
教
区 

十
勝
組
　

  

妙
法
寺

  

石
田  

智
秀
師

・午
後
２
時
よ
り

・午
後
２
時
よ
り

●

本
院
彼
岸
会（
本
堂
に
て
）

台
町
出
張
所
彼
岸
会

台
町
墓
地
総
追
悼
法
要（
併
修
）

読
経
受
付
時
間

秋
季
彼
岸
会
講
師

※
本
年
は
、本
院・台
町
出
張
所
共
に
仏
花
の
販
売
は
い
た
し
ま

　
せ
ん
。事
前
に
ご
準
備
の
上
お
参
り
く
だ
さ
い
。

※
本
年
は
、本
院・台
町
出
張
所
共
に
仏
花
の
販
売
は
い
た
し
ま

　
せ
ん
。事
前
に
ご
準
備
の
上
お
参
り
く
だ
さ
い
。

※
お
葬
儀
等
急
な
法
務
の
た
め
、僧
侶
が
少
な
く
な
り
お
待
ち  

　
い
た
だ
く
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
お
参
り
の
後
は
お
供
え
物
を
仏
様
の
お
さ
が
り
と
し
て
お
持

　
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
仏
花
に
つ
き
ま
し
て
は
彼
岸
期
間
後
に
片
付
け
ま
す
。

※
お
葬
儀
等
急
な
法
務
の
た
め
、僧
侶
が
少
な
く
な
り
お
待
ち  

　
い
た
だ
く
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
お
参
り
の
後
は
お
供
え
物
を
仏
様
の
お
さ
が
り
と
し
て
お
持

　
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
仏
花
に
つ
き
ま
し
て
は
彼
岸
期
間
後
に
片
付
け
ま
す
。

仏
花
の
販
売

お
願
い

※
僧
侶
が
法
要
出
勤
の
為
、左
記
の
日
時
は
読
経

　
受
付
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
ぜ
ひ
法
要
に
お
参
り
く
だ
さ
い
。

❖
台
町
墓
地　

  
２０
日　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
２
時
半

◆
本
院
納
骨
堂  
２1
日
〜
２3
日

　
　
　
　
　
　
　
午
後
0
時
半
〜
２
時
半

■
9
月
21
日（
木
）〜
23
日（
土
）

■
9
月
21
日（
木
）〜
23
日（
土
）

■
9
月
20
日（
水
）

■
9
月
20
日（
水
）

　
こ
の
た
び
、函
館
別
院
さ
ま
の
秋
季
彼
岸
会

の
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
す
、
十
勝
は
音
更
町・

妙
法
寺
住
職
・
石
田
智
秀（
五
十
二
歳
）で
す
。

　
二
〇
一
〇
年
四
月
よ
り
何
度
か
ご
縁
を
頂
戴

い
た
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
二
〇
一
四
年
に
は
、

北
海
道
教
区
青
年
僧
侶
協
議
会
主
催
の「
温

泉
説
法
の
集
い
」で
も
、
お
別
院
の
皆
さ
ま
や

函
館
の
皆
さ
ま
方
に
大
変
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
ご
縁
で
は
、
秋
の「
お
彼
岸
」を
中

心
に
、
仏
教
や
浄
土
真
宗
の
救
い
、ご
信
心
の

こ
と
な
ど
を
味
わ
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い

ま
す
。

　
戦
争
や
温
暖
化
、
新
宗
教
の
影
響
な
ど
が

あ
る
中
で
も
、お
念
仏
の
救
い
の
確
か
さ
に
は
い

さ
さ
か
の
変
化
も
あ
り
ま
せ
ん
。確
か
な
救
い

を
い
た
だ
い
て
い
る
わ
た
し
た
ち
が
、い
ま
何
を

す
べ
き
か
、何
を
し
た
い
か
を
、と
も
に
考
え
る

ご
縁
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、

「
思
う
は
易
く
行
う
は
難
し
」と
申
し
ま
す
。

精
一
杯
お
と
り
つ
ぎ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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函
館
別
院
報
恩
講

函
館
別
院
報
恩
講

本
願
寺
派
布
教
使  

北
海
道
教
区 

上
川
南
組 

　

　       

永
楽
寺
　永
江 

竜
心
師

10
月
13
日（
金
）

　
・午
前
10
時
30
分
よ
り

10
月
13
日（
金
）

　
・逮
夜
…
…
…
… 

午
後
1
時
30
分
よ
り

本
願
寺
派
布
教
使
　

北
海
道
教
区
函
館
組
　

　
誓
願
寺 
上
野
　
顕
至
師

■
9
月
12
日（
火
）〜
16
日（
土
）

ご
講
師

　
こ
の
度
、
常
例
線
法
座
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し

た
函
館
市
・
誓
願
寺
・
上
野
顕
至（
う
え
の
け
ん
じ
）

と
申
し
ま
す
。

　
九
月
十
二
日
〜
十
六
日
の
間
、
函
館
別
院
様
に
て

ご
法
縁
を
承
り
ま
し
た
。
こ
の
度
は
「
お
念
仏
に
生

か
さ
れ
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
取
次
ぎ
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
浅
学
若
輩
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

10
月
14
日（
土
）15
日（
日
）

　
・晨
朝
…
…
…
… 

午
前
6
時
30
分
よ
り

　
・日
中
…
…
…
… 

晨
朝
に
引
き
続
き

　
・逮
夜
…
…
…
… 

午
後
1
時
30
分
よ
り

　
・初
夜
…
…
…
… 

午
後
５
時
よ
り

　
・後
夜
…
…
…
… 

御
伝
鈔
拝
読
後

10
月
16
日（
月
）

　
・晨
朝
…
…
…
… 

午
前
6
時
30
分
よ
り

　
・満
日
中
…
…
… 

午
前
10
時
よ
り

　
・慶
び
の
広
場
… 

午
前
12
時
30
分
よ
り

本
院

台
町
出
張
所

令和五年　
宗祖親鸞聖人

江差別院 報恩講江差別院 報恩講
11月12日（日）～14日（火）※日程等の変更の可能性がありますので、　

　詳しくは江差別院までお問合せください。
　☎０１３９-５２-０５６７

・10
月
月
忌
参
り
の
お
休
み
に
つ
い
て

　
１０
月
１1
日
〜
１７
日
の
間
は
、宗
祖
親
鸞
聖
人
報
恩
講
の
準
備
等
の

た
め
月
忌（
月
命
日
）の
お
参
り
は
お
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
祥
月
命
日
や
中
陰（
初
七
日
や
四
十
九
日
等
）の
お
参
り
は
、期

間
中
で
あ
っ
て
も
お
伺
い
い
た
し
ま
す
が
、法
要
時
間
等
の
理
由
か
ら

日
時
の
変
更
を
、お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
理

解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
う
こ
そ
函
館
別
院
へ

常
例
布
教

﹇
布
教
使
さ
ん
紹
介
﹈
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　　函館市内の文化施設や教育施設、民間施設
などを夜間開放し、家族そろって地域の文化に触
れる催しとして実施しています。
　函館別院としてはコロナの影響もあり、数年ぶ
りに参加させていただくことになりました。
　今年度はお寺をライトアップした本堂と境内を
巡るウォークラリーを予定しています。皆様のご
参加をお待ちしています

「
第
14
回
目
の
今
回
は
、【
祥
月
命
日
】に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

「
身
近
な
話
題
で
す
ね
！
」

「
は
い
、よ
く
聞
く
言
葉
で
あ
り
ま
す
が
、意
外
と
知
ら

な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

「
普
段
使
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、今
回
で
正
し
い
意
味
合

い
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」

「
で
は
、さ
っ
そ
く
本
題
に
入
り
ま
す
。
祥
月
命
日
と

は
、月
と
日
に
ち
が
ど
ち
ら
も
合
っ
て
い
る
、年
に
一
度

の
命
日
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。例
え
ば
、9
月
1
日
に

亡
く
な
ら
れ
た
方
が
い
る
場
合
、毎
年
そ
の
日
が
祥
月

命
日
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。一
方
、日
に
ち
の
み

合
っ
て
い
る
命
日
の
こ
と
は
月
命
日
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
」

「
な
る
ほ
ど
！
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
、祥
月
命
日
と
月

命
日
を
区
別
す
る
と
な
る
と
自
信
が
な
い
方
も
多
そ

う
で
す
ね
」

「
ま
た
、祥
月
命
日
を
正
忌
月
と
も
い
い
、浄
土
真
宗

を
開
か
れ
た
親
鸞
聖
人
の
祥
月
命
日
を
ご
縁
と
す
る

法
要
を
御
正
忌
報
恩
講
と
言
う
ん
で
す
よ
！
」

「
京
都
の
西
本
願
寺
で
は
毎
年
1
月
9
日
〜
1
月
16

日
の
期
間
中
行
わ
れ
ま
す
ね
！
」

「
こ
の
正
忌
月
が
正
月（
し
ょ
う
つ
き
）と
略
し
て
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

「
そ
う
な
る
と
、
命
日
で
あ
る
正
月（
し
ょ
う
つ
き
）と

一
年
の
始
ま
り
で
あ
る
正
月（
し
ょ
う
が
つ
）が
混
同
し

て
し
ま
い
そ
う
で
す
ね
」

「
そ
う
な
ん
で
す
。だ
か
ら
命
日
の
方
は《
祥
》の
漢
字
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、祥
月（
し
ょ
う
つ
き
）と
な
っ

た
の
で
す
！
」

「
そ
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
な
ん
て
初
め
て
知
り
ま

し
た
！
」

「
と
こ
ろ
で
、《
祥
》と
い
う
漢
字
に
は
、ど
の
よ
う
な

意
味
合
い
が
あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」

「
た
し
か
、【
め
で
た
い
】と
い
う
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
」

「
そ
の
通
り
！
祥
月
と
は
め
で
た
い
月
と
い
う
意
味
な

ん
で
す
ね
」

「
普
通
な
ら
、亡
く
な
ら
れ
た
月
で
す
の
で【
め
で
た
い
】

と
い
う
よ
り
悲
し
い
月
と
思
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
よ

ね
。そ
れ
を【
め
で
た
い
】と
言
え
る
の
は
、浄
土
真
宗

な
ら
で
は
と
い
う
感
じ
で
す
ね
」

「
本
当
で
す
ね
。
浄
土
真
宗
は【
命
終
え
る=

仏
の
身

と
な
る
】と
い
う
教
え
で
す
。
今
、生
き
て
い
る
我
々

も
命
つ
き
る
そ
の
瞬
間
に
は
仏
の
身
と
な
ら
せ
て
い
た

だ
き
、先
立
た
れ
て
行
か
れ
た
故
人
の
方
々
と
お
浄
土

で
再
会
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
の
で
き
る
教
え
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ【
め
で
た
い
】と
言
え
る
の
で
す
ね
」

「
そ
し
て
、先
立
た
れ
て
行
か
れ
た
方
だ
け
で
な
く
、私

達
か
ら
見
て
残
し
て
い
く
子
ど
も
や
孫
や
親
友
と
も
、

い
ず
れ
は
お
浄
土
で
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
と
、あ
り
が
た
い
で
す
ね
」

「
そ
う
で
す
ね
！
月
命
日
や
祥
月
命
日
と
は
、亡
き
方

々
を
通
し
て
お
浄
土
と
い
う
再
会
の
場
を
ご
準
備
く

だ
さ
っ
た
阿
弥
陀
如
来
に
感
謝
さ
せ
て
い
た
だ
く
大

切
な
ご
縁
な
の
で
す
」

「
今
回
は【
祥
月
命
日
】に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
中
で
新
た
な
発
見
・
気
づ
き

が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
！
」

『
第
14
回
　
渡
邉
・
野
川
が
行
く
』

渡
邉

野
川

渡
邉
　

野
川

渡
邉

野
川

　
　

渡
邉

野
川

渡
邉

野
川

渡
邉

野
川

渡
邉

野
川

渡
邉

野
川

渡
邉

野
川

　渡
邉

野
川

し
ょ
う
き
づ
き

し
ょ
う
き
づ
き

ご
し
ょ
う
き
ほ
う
お
ん
こ
う

○ウォークラリー
　開催時間：18：00～19：30まで
　所要時間：10分～15分※駐車場有

9月22日（金）午後6時～8時
に協力します。はこだてカルチャーナイトはこだてカルチャーナイト
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難民キャンプでは衣料が不足しています。皆様がもう着られ
なくなったお洋服をボースカウトへお預けください。
ユニクロを通じて難民への支援につなげさせていただきます。

回収場所　
本願寺函館別院　函館市東川町12-12
回収方法
函館別院へご持参いただき、事務所へお預けく
ださい。
ボーイスカウト函館第２団が責任をもってユニ
クロへ届けます。（函館第２団のホームページ
等で活動の確認が出来ます）
回収できる衣料
①ユニクロ・ジーユーの着なくなった服
②子供服（６０～１５０センチ）に限り、ユニクロ
・ジーユーブランド以外の服
※大人（１６０cm以上S、M、Lなど）はユニクロ
・ジーユーのみ回収いたします。

ボーイスカウト×ユニクロ　
難民支援衣料回収プロジェクト
回収締切　2023.9月30日（土）まで

 ５年ぶりの開催！
お西さんの盆踊り
 ご盛況のうちに！

 ５年ぶりの開催！
お西さんの盆踊り
 ご盛況のうちに！
　令和5年7月22日（土）午後5時よ
り、本願寺函館別院境内にて盆踊り
が開催されました。近年、コロナウイ
ルス蔓延等の理由から開催を見送
っておりましたが、今年は開催する
ことができました。実に５年ぶりとな
る盆踊り、久しぶりの開催に皆様に
お越しいただけるだろうかと職員一
同心配しておりましたが、蓋を開け
てみれば予想を上回る盛況ぶりで、
４００人以上の方にお越しいただき、
賑わいの中、無事終了いたしました。
ご来場くださいました皆様、演舞を
披露してくださった演者の皆様、お
手伝いいただきました皆様、本当に
有難うございました！来年はさらに
お楽しみいただけるよう、職員一同
頑張っていきたいと思いますので、
是非来年もお越しください☆



備付
仏具

備付
仏具

有限会社小田桐葬儀社
TEL（0138）22-1684 函館市若松町23-9

家族葬向け小規模ホール

施設のご紹介
◆函館駅から徒歩数分の好立地。
◆30～60人の家族葬に最適なメインホール。（椅子席）
◆エレベーター完備。
◆病院等から直接リビング（安置室）へ御遺体搬入可能。
◆少人数であればリビングでの葬儀も可能。
◆ご遺族の宿泊可能。風呂・台所完備。

お問い合わせ・申し込み

函館駅前
5号線沿い

年中無休
24時間
体制
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（株）めもりある大師堂
函館店

記念納骨壇
（本堂２階）

二段式
令和5年8月現在

本堂正面入口付近設置のエレベーターを
ご利用いただければ車椅子でお越しいた
だける場所です。

お持ちの納骨壇から記念納骨壇へ変更の方へ
記念納骨壇（300万円）から現在お持ちの納骨壇（特別懇志）を

引いた額とさせていただきます。

ご先祖様を尊び、感謝の心を…

記念納骨壇（300万円）－普通壇（100万円）＝200万円
【例えば普通壇（100万円）から変更の場合】

二段式をご検討されてい
方、気になっていた方は、
ぜひご連絡ください。

［御骨収納数］７体（骨壺特大の場合）

御名号（御本尊）、花立、
電気式リントウ・ローソク・
香炉（自動スイッチ式）、高月1対、
過去帳（見台付）、リン一式

［二段式A（新設）
　特別懇志］
　………………………上段・7０万円

　………………………下段・6０万円

［場　所］本堂棟2階［形　状］独立タイプ
［御骨収納数］１６体（骨壺特大の場合）
［寸　法］全体／高さ2350×幅950×奥行650mm
  収骨部／高さ650×幅750×奥行500mｍ

第二種区画(二段式)

［寸　法］
高さ（各段）750mm
収骨部／250mm幅450mm 奥行350mm

納骨堂最上階に

新設
(上段12、下段12)

その他ご不明な点がございましたらTEL（0138）2３-0647へご連絡ください。

全５０基 残り１９基

御本尊絵像・
親鸞聖人絵像・
蓮如上人絵像・
花立・電気式輪灯・
電気式ローソク・電気式香炉・
リン一式

［特別懇志］３００万円

A段
24基

令和5年
　　6月

　新本堂建立を記念し、別院門信徒
の皆さまが大切な故人の御遺骨を安
心して納めることができるよう、記念
納骨壇を設置いたしました。　　　
　お参りの際には、階段を使用する
ことなく、エレベーターで行くことが
でき、季節を問わず、雨の日でも自由
にお参りできます。





幼稚園の先生方をはじめ、理事長先生、お寺の職員の方。
お散歩で出会った地域の方にもご協力頂き、初めてのことを
知り、発見したりと楽しんで進めていますインタビュー活動！！

7月20日・21日のお泊り保育ではNCVさんを見学させていただきました。
テレビの撮影は・・

・スタジオで様々な機械を使って行うこと
・テレビでお話をするお仕事をアナウンサーということ
・スタジオ内の本や柱等はつくりものだということ
等を知りました。
言葉をはっきりと伝えるために一緒に発声練習も
しました。「あえいう・えおあお！」

もちろん！子ども達からのインタビューの時間もあり・・。
「テレビ番組はどうやってつくっているのですか？」
「テレビは何のために放送しているのですか？」
「NCVさんはどんな番組を作っているんですか？」等
子ども達のたくさんの質問に答えていただきました。

おやつは、みんなの大好きなソフトクリームです！
この日も気温が高く暑かったので冷たいソフト
クリームが体をひやしてくれました！「おいしい！」

そして園へ戻り、見学先の
質問に答えていただいた内容をクラス内で共有しました。
・テレビ番組を作るにはたくさんの機械を使うって教えてくれたね！
・テレビはみんなに情報を伝えるためにあるって言っていたよ！
・おいしいお店、地震や火事の時などの災害の情報！等

『他のお友だちにも知ってもらいたいから知ったことを紙に書いた
らいいんじゃないかな？』ということで協力して作成しました！

夜は・・。
着替えたり、歯磨きをしたり、てきぱきと自分たちで身支度を進めていました。
また、困っているお友だちがいると寄り添い優しく声を掛けて子どもたち同士で
助け合っている姿がありました。
「一緒に寝ようね！」と約束していたお友だち、少し不安だな～と
言っていたお友だち。みんなぐっすり眠り、最後には笑顔で
「もう一回みんなでお泊りしたいね！」「先生！もう一回できる？」
という声が子どもたちから聞こえてきました。
１学期にたくさん積んだ経験を活かしながら２学期は、インタ
ビュー活動を深めていき、子ども達と楽しんで活動に取り組んで
いきたいと思います。
            　　　　　　　　　　　　ふじ組担任　中村　真唯
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インタビュー活動




